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第2に 、 日本資本主義の発展段階に対応 していかなる医療政策が登場 し、なぜその時期に
登場 してきたかを明らかにし、且っ各医療政策が登場してくるそれぞれの時代的背景を明ら
かにしながら、その後の推移について も追究を試みたこと。











明が中心とな っているが、わが国の明治維新以来の社会政策 ・社会保障の発展史 としての意
義 も大きい。
ところで本研究における日本医療政策(史)の 時期区分 と各時期にあらわれた医療政策の
特徴点は次の如きもの(詳 しくは各章の終章にゅずるが)で あり、その構成は次の8章 より
なる。
論 文 審 査 結 果 の 要 旨
1こ の論文は、明治以来今Elま での日本における医療政策の歴史を、医療費保障と医療制
度の両面か ら把握 し、分析 したものである。まず本論文の構成 とその概略はつぎのとおり
である。
本論文は第1部 および第 皿部の2つ の部分から構成されており、前者では第二次大戦前
の時期が、後者では同戦後期が扱われている。
第1部 第1章 では、本源的蓄積期から産業資本の成立までの時期が対象とされ、この時
期の労働運動を概説 したあと、 「伽救規則」の成立、 「救護法」以前の国家 ・地方団体に
よる医療保護政策、後藤新平によるドイッ社会保険制度の紹介と彼の疾病保険法案をはじ
めとする医療政策の改善活動 とが詳細に論 じられている。この時期の特徴は、 「医療の経
済的な保障の面ではなん らみるべき施策はなされ」ず、「医療制度が救貧 ・救療政策に先行
し」た時期、 「医療制度の創始期 一救貧 ・救療政策の萌芽期」と規定される。
第2章 は、日露戦争か ら第一次大戦までのいわゆる独占資本形成期を対象とする。明治
30年代初期に組織された労働組合は、治安警察法によって弾圧され、一部の例外をのぞい
て、ひとまず消滅するが、やがて友愛会の創立(1912年)と な って復活 した。他方、 こ

































以上が第1部 である。第1部 は第二次大戦後を取扱うが、それは昭和20年8月 から28年
3月 まで(第1期)、28年4月 か ら36年3月 まで(第2期)、36年4月 から48年9月 まで
(第3期)、48年10月 以降(第4期)の 四つの時期に区分され、それぞれ第1、 第2、 第











皆保険制度によ って医療需要の社会化は、一応(と いうのは各種医療保険の乱立とそれ ら
相互間の給付の格差がいぜんとして未解決のまま残されている)、 実現したが、医療制度










最後に、第4章 では 「石油危機」以降、医療をめぐる諸問題は一層悪化 しっっあること
が述べられる。第3期 の終わりに老人医療の無料化をはじめとする福祉政策の拡充がみ ら
れたが、 「低成長時代」に入 り、それ らは早 くも大きく転換を迫 られるに至 った。今後の
施策の方向として 「高福祉 ・高負担」の原則が政府によって強調されている。'他方、老人
医療の無料化措置(そ れは地方 自治体のイニシャティブによって促進されてきた)の 例が
示すように、 「医療保障と医療制度との同時連関的発展」がいかに重要であるかがきわめ
て明白になった。


















とえば通説の紹介)や 用語の著者独特な使い方 も散見される。他方、重要な問題を指摘 し
ながらも、 もっと掘 り下げて展開すべき箇所も若干みうけられる。通史としての制約があっ
たとはいえ、こうした点になお改善の余地があると思われる。とはいえ、こうした弱点が
あるにもかかわらず、本論文は日本における医療政策史の研究としてはかなりユニークな
ものであり、さきに指摘 した理由から学界に対 し確かに一つの貢献をなした業績であるこ
とは疑いない。
よって本論文は経済学博士の学位を受けるに十分値するものと認定 しうる。
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